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網膜剥離の手術的療法に際じ，二，三の合成材料，ある

いは，同種保存輩膜片を用いることに関する実験的研究

金沢大学医学部眼科学講座（主任　倉知与志教授）

　　　　浅　　野　　弘　　子

（昭和46年1月29日受付）

　網膜剥離に対する手術的療法は，古来多数の学者に

よ． 閨C種々研究されているが，最近行なわれている術

式は，（1）ジアテルミー凝固，光線凝固，冷凍凝固な

どによる裂孔閉鎖術，（2）simple　scleral　resection

（resection，　infolding，　tucklingなど）と裂孔閉鎖

術との併用，（3）異物による突隆法と裂孔閉鎖術との

併用，㈲硝子体内への注入などに大別される．

　裂孔閉鎖術に関しては，Duke　Elderによれば，

1916年忌oninのパクレン焼灼による裂孔閉鎖に端を

発し，1932年Weveのジアテルミー凝固術により，

一段と進歩した1）．また，最近にいたっては，Meyer

－Schwickerath　2）の光凝固，　Lincoff　3）の冷凍凝固

などがある．

　また，輩膜短縮術，および，輩膜突隆法は，ともに

輩脈絡膜壁を硝子体腔へ隆起させ，剥離網膜と接近さ

せて，癒着を促進する目的で行なわれるものである．

輩膜短縮術の中では，1903年M負11er　4）がはじめて

田鼠全層切除術を行ない，その後1933年Lindner　5）

が部分層切除を行なったが，これにより危険度が少な

くなり，一段と普及した．その他，1949年Weve6）の

Raffnung，1956年Chamlin＆Rubnerの1amellar

undermining　7）などが現われた．つぎに，輩二瀬隆

法に関しては，1937年Jess　8）がガーゼタンポンを用

いて以来，同法を改良したCustodis　9）のPolyviol・

plombe縫付法（1949年），　Schepens　lo）のpoly・

ethylene管埋没法（1951年），　Arruga　11）の赤道部輪

状締結法（1957年）などが用いられ，さらに1960年

Schepensら12）のシリコン材の使用へと発展した．ま

た，Lincoff　13）は1962年以来シリコンスポンジを用い

て好結果を得ている．また，1962年以来Dellaporta

14）は，一連の実験を行なっている．近年これら合成材

料の異物反応を嫌って，皮膚（1960年，Heydenreich

15）），耳軟骨（1961年Niedermeier　16）），広筋膜

（1962年Kloeti　17））などが用いられ，また1962年

Johnson　18），　Rodriguetz－Vasquetzユ9），　Sachsen・

wegerら20）により，また1964年，　Wilson　21），1965

年Knoblochら22）により同種輩膜が利用されてい

る．当教室の武田23）は1968年に同種輩膜利用の際の同

輩膜の保存方法，保存期間などに関し系統的実験を行

ない，報告している．著者はここに，ポリビオールス

チフト，シリコンロッド，シリコンスポンジロッドの

合成材料，ならびに，武田の実験において，比較的良

い成績の得られた5種の保存法による同種保存輩膜を

用い，Custodis　9’のPlombe縫付法に準じて手術

を行ない，比較的長期間の経過を観察する目的で，こ

の相互に関する所見を，病理組織学的に比較検討した

のでその結果を報告する．

〔1〕　実験その1　合成材料の縫着について

　1．実験材料および実験方法

　1．縫着する材料について

　1）ポリビオールスチフト

　B．Braun　Melsungen社製の直径4mm，長さ

8cmのものを，使用に際して，生食水で洗浄後，約

10mmの長さに切断して用いた，

　2）シリコンロッド

　米国Lubtician　Products社製シリコンロッド

SR－29602％を乾熱滅1上して用いた．

　3）シリコンスポンジロッド

　米国Lubtician　Products社製シリコンスポンジ

ロッドSPR－29822｝6を乾熱滅菌して用いた．

　2．手術方法

　成熟白色家兎（体重1．5～3．Okg）を用い，5w／v

％ネンブタール0．25m1／kgを耳静脈内注射により全

身麻酔をほどこした，動物固定器に固定し，ベノキシ

ール点眼麻酔をも併用した．合成材料の縫着方法は，
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Custodis　9）のPlombe縫付法に準じた　（図1　）・

第1図　手術方法

　手術野は耳側上方とし，角膜輪部より，約5mm離

れてこれに平行に結膜切開をほどこし，チノン氏膜を

剥離して愈々を露出，上直筋腱，ときに上灘筋腱をも

切断した，上および外側渦静脈の間で，輪部から5～

9mmの間の輩膜に約3mm間隔で，6－0号黒色
絹糸および6mm角膜；縫合針を用いて固定糸を4本

おき，その耳側端部で，％注射針で硝子体を穿刺し

て，少量の硝子体液を洩らし，眼圧下降をはかった．

固定糸と輩下の間に，上述した縫着材料を入れ，結節

縫合を行なって，輩膜の陥凹を作った．結膜創は6－

0号黒色絹糸で連続縫合により閉じ，術後アイロタイ

シン眼軟膏を点下した．

　3．観察期間および組織標本作製

　上記合成材料3種を縫着した眼球は，点眼麻酔下

で，術後2週間目，1カ，月目，3カ月目，6カ，月目，

1年目，ときに1年数カ月目に摘出し，10％ホルマリン

固定，パラフィン包埋，H・E染色を行なって鏡検：した．

なおそれぞれ眼球摘出前に，ミドリン散瞳後，眼底検

査を行なった．

　使用家兎眼は術後の各観察期間につき，それぞれ2

～4眼，総計37眼とした．

　∬．実験成績

　1．肉眼的所見

　術後3～4日目迄，眼険，結膜は充血し，腫脹，刺

激症状を認める．ただし，角膜，前房，虹彩，水晶体

などには変化なし．術後1週二目になると前記症状は

著明に軽減し，結膜創は癒着している，以後特殊な例

を除き，肉眼的には異常を認めない．

　特殊例としては，シリコンスポンジロッド縫着例の

野

うち，No．102家兎両眼，および，　No．87家兎右眼，

No．103家兎左眼の手術部にシリコンスポンジロッド

をかこみ，帯黄白色の著明な隆起を認めた，また，シ

リコンロッド縫二十のNo．51家兎右眼に著明な角膜

実質炎を認めた．

　2．検眼鏡的所見

　手術直後，手術部網膜に著明な隆起を認め，その頂

上は，帯黄白色を呈する．ときにこの隆起の周囲に小

出血斑を認める．また，隆起の周囲に軽い網膜剥離を

認める．第2週後，隆起はやや平担となる傾向があ

る．3カ月後手術部はわずかに隆起している．6カ月

後では，ごくわずかの隆起が認められ，1年後では，

手術部は軽い搬痕により推定できる程度である．また

シリコンスポンジロッド面素例のうち，摘出時手術部

に帯黄白色隆起を認めたものは，手術部の網膜に混濁

が認められた．

　3．病理組織学的所見

　1）ポリビオールスチフト癒着について

　i）術後2週間目

　a　No．56家兎左眼　標本No．5（写真1）

　ポリビオールスチフト片（以下ポと略す）は津軽部

輩脈絡膜を硝子体側へかなり圧迫隆起させている．墨

磨のポに接する部は，線維細胞の変性壊死をみ，一部

に偽好酸球の軽度浸潤をみる．ポの眼窩組織でかこま

れた部は，ポをかこみ，偽好酸球虫草を入れた比較的

狭い腔隙，すなわち，膿瘍腔を形成し，その周囲に肉

芽層（早期の線維化）が形成され，肉芽層の一部に偽

好酸球，組織球，リンパ球，形質細胞の浸潤が著明

で，少数の異物巨細胞も混在する．縫着部盤膜は薄く

約％の厚さになっている．

　b　No．55家兎左眼　標本No．7

　ポは輩脈絡膜を著明に硝子体腔中に圧迫隆起させて

いる．標本No．5にくらべ，急性炎症はほとんど消

忘し，縫合糸をかこむ小さい膿瘍を残すのみで，ポを

かこみ，異物巨細胞を含む薄い肉芽層をみとめ，その

周囲は線維化層でかこまれる．

　ii）術後1カ月目

　a　No．52家兎右眼，標本No．13

　ポは輩脈絡膜を硝子体腔中に圧迫隆起させている．

縫合糸をかこむ小さい膿瘍を残すほか，炎症はほとん

ど消面し，ポをかこみ菲薄な肉芽組織をみ，その周囲

を線維化層がかこむ．一部では肉芽層はなく線維化層

が直接かこむ．ポの輩膜と接する部は，きわめて菲薄

な肉芽，および線維化層をみとめるのみである．縫着

部輩膜は，周囲にくらべ約蒐の厚さになっている．

　b　No．53家兎左眼，標本No．15　　　・
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　No，13と類似所見であるが，ポによる輩脈絡膜の

突出は著明で，ポをか．こむ肉芽層がNo．13よりやや

厚い。縫着部輩膜は周囲にくらべ，約％～嬉にうすく

なっている．

　iii）．術後3カ月目

　a　No．59家兎右眼，標本No．42（写真2）

ぷによる輩脈絡膜の硝子体腔巾への圧迫隆起はやや

軽度とな一る．一縫合糸周囲の肉芽腫はざらに一小さ一くな

る1二一ぷをかごみ．，異物巨細胞，あるいは，きわめて薄

い肉芽層をみるが，部位によりこれを欠き，その周囲

は硝子化し，既存輩膜と区別なく癒着した線維化層で

かこまれる．凝着部網膜は周囲に比べ％～％の厚さと

なっている．

　b　No．57家兎右眼，標本No．36

　No．42と同様所見である．

　iv）術後6カ，月目

　a　No，51家兎左眼，標本No．53（写真3）

　ポによる輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起は軽度

となる．縫合糸はほとんど異物巨細胞のみでかこまれ

る．ポをかこみ一部に異物巨細胞，あるいは，きわめ

て薄い肉芽層をみるのみで，大部分線維化層のみでか

こまれ，線維化層は薄く膜様となる．縫着部蟄膜は周

囲にくらべ％～％の厚さになっている．

　b　No．60家兎右眼，標本No．58

　No．53と類似所見であるが，ポをかこむ薄い肉芽

層が全般にみられ，一部肉芽層が比較的厚い．

　v）術後1年目

　a　No．47家兎右眼，標本No．97（写真4）

　ポによる輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起は，き

わめて軽度となる，ポをかこみ薄い肉芽層と線維化層

をみるが，ポと接する輩膜の一部に著明な石灰沈着巣

をみ，他の部の線維化層のところどころにも軽度の石

灰沈着をみる．縫着部輩膜はきわめて薄く，周囲の約

％である．

　b　No．50家兎右眼，標本No．102

　No．47とほぼ類似所見であるが，石灰沈着はみと

められない．

　vi＞術後1年7カ月目

　a　No，96家兎右眼，標本No．198

　ポによる輩脈絡膜の硝子体陣中への圧迫隆起はほと

んどなくなる．ポをかこみ，大部分薄い肉芽層および

線維化層をみる．縫合糸は一部肉芽組織にかこまれる

が，大部分は少数の異物巨細胞と線維化層にかこまれ

る．

　b　No．95家兎右眼，標本No．208

　ポにより輩脈絡膜は軽度に硝子休腔中へ圧迫隆起し

ている．ポは組織球と異物巨細胞からなる薄い肉芽層

と線維化層にかこまれる．

　以上全期間を通じて縫着部蟄膜の厚さは蒐～｝6にう

すくなっている．

　2）シリコンロッド縫着について

　i）術後2週題目

　a　No．56家兎右眼，標本No．21（写真5）

　シリコンロッド片（以下シと略す）による輩脈絡膜

の硝子体腔中への圧迫隆起はきわめて著明である．シ

をかこみ薄い偽好酸球の集籏層をみとめ，輩膜側は偽

好酸球浸潤のみで，肉芽，線維化層をみず，眼窩側に

は偽好酸下層の周囲に一部，ときに異物巨細胞を含む

薄い肉芽層をみ，周囲全般にやや厚い線維化層をみと

める．縫合糸に対する小さい異物肉芽腫をみる．縫着

部四壁の厚さは約蒐となっている．

　b　No．55家兎右眼，標本No．23

　シによる盤脈絡膜の圧迫隆起はかなり著明である．

シをかこみ，No．21のような偽好酸球集籏層なく，

組織球，異物巨細胞からなる薄い肉芽，線維化層をみ

るのみであるが，縫合糸が筋肉部にかかり，筋肉部に

著明な偽好酸球浸潤，すなわち，急性炎症が起り，縫

合糸をかこみ膿瘍を形成する．　（これは縫合糸のかか

った部が血管に富む筋肉であったためと考える．）周

囲組織にも細血管拡張充血，リンパ球，形質細胞浸潤

をみる．下着部輩膜の厚さは約苑となっている．

　ii）術後1カ月目

　a　No．52家兎左眼，標本No．25（写真6）

　シによる輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起は著明

である．　シをかこみ，No．23と類似の組織球，異物

巨細胞の肉芽，および，薄い線維化層をみる．縫合糸

に対し異物肉芽腫を形成するが，一部好酸球浸潤が残

る，縫着部属膜の厚さは約％となっている，

　b　No．53家兎右眼，標本No．27

　No．25と類似所見であるが，シの眼窩側周囲の線

維化層がより厚く，縫合糸に対する偽好酸球浸潤部な
し
，

　iii）術後3カ月目

　a　No．59家兎左眼，標本：No．31

　シによる蟄脈絡膜の硝子体下中への圧迫隆起はかな

り著明である．シはきわめて薄い線維化層でかこまれ

るのみで，一部に扁平となった少数の組織球，ときに

異物巨細胞が残るのみである．輩膜側には線維化層も

ほとんどなし．縫着部の輩膜の厚さは約菊となってい

る，

　b　No．57家兎左眼，標本No．40

　No．31とほぼ同様所見である．
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　iv）術後6カ月目

　a　No．51家兎右眼，標本No．56

　シは輩脈絡膜をかなり硝子体腔中へ圧迫隆起させて

いる．　シをかこみ，No．31と同様薄い線維化層をみ

る．これは異物の被二化の所見である，縫着部輩膜の

厚さは約％～％となっている．（著明な角膜実質炎の

所見あり）

　b　No．60家兎左眼，標本No．59

　No．56と類似所見であるが，シによる輩脈絡膜の

硝子体腔中への圧迫隆起が軽度で，試着部面膜の厚さ

は約蒐である．

　v）術後1年目

　a　No．47家兎左眼，標本No．99（写真7）

　シの輩脈絡膜の硝子体心中への圧迫隆起はきわめて

軽度となる．　シをかこむ線維化層はきわめて薄くな

る．縫着部輩膜の厚さは約％となっている．

　b　No．50家兎左眼，標本No．104

　No．99とほぼ同様所見である．

　vi）術後1年7カ月目

　a　No．96家兎左眼，標本No．200

　b　Nα95家兎左眼，標本No．205

　ともにNo．99とほぼ同様所見である．

　3）シリコンスポンジロッド必着について

　i）術後2週間目

　a　No．86家兎右眼，標本No．47

　シリコンスポンジロッド片（以下スと略す）による

輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起は著明である．ス

をかこみ，きわめて薄い組織球と異物巨細胞からなる

層と，きわめて薄い線維化層をみるのみで，炎症反応

ほとんどなく，周囲には細血管の拡張充血をみるのみ

である．ス周囲の輩膜に穎粒状の軽度石灰沈着をみ

る．縫合糸に対する異物反応も軽度である．この例は

例外的に炎症反応がない例と考える．縫着部輩膜の厚

さは約％となっている．

　b　No．87家兎右眼，標本No．52（写真8）

　スによる輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起は著明

である．スをかこみ，偽好酸球のかなり厚い面諭，す

なわち，膿瘍をとくに眼窩側で輩膜に近い部にみと

め，その周囲に比較的厚い線維化層を形成し，外周に

細血管の拡張充血，リンパ球を主とした浸潤をみる．

偽好酸球集籏をみない眼窩側部では，スに接して組織

球，異物巨細胞の層あり．縫合糸に対する反応も比較

的強い．晶晶部輩膜の厚さは約％となっている．

　ii）術後21日目（術後21日目死後摘出）

　aNo．102家兎右眼，標木No．62

　スと縫合糸，壊死誰膜片をかこみ，大きい膿瘍腔形

野

成をみ1与真9），周囲にところどころ薄い肉芽層と，

全周に厚い線維化層をみ，そのところどころに著明な

リンパ球，形質細胞浸潤をみる．輩膜は硝子体側へ著

明に圧迫され，リンパ球，形質細胞浸潤が輩膜から脈

絡膜におよび，同部網膜は変性する（写真10）．縫着

部三三の厚さは約％となっている．

　b　No．102家兎左眼，標本No．63

　No．62とほぼ同様の所見である．

　iii）術後3カ月11日目（術後3カ，月11日目死後摘出）

　a　No．103家兎右眼，標本No．80（写真11）

　スによる輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起はきわ

めて軽度となる．スをかこみ，一部に偽好酸球の小集

籏，一部に組織球，異物巨細胞（写真12）をみ，全周

偽好酸球，リンパ球などの浸潤著明な比較的厚い肉芽

層でかこまれ，外周の線維化層は乏しい．縫合糸に対

してもなお急性炎症が残る．縫着部輩膜の厚さは約％

となっている．

　b　No．103家兎左眼；標本No．83

　ス，縫合糸，一部壊死輩膜組織をかこみ，大きな膿

瘍腔形成をみ，壁は線維化層厚く，偽好酸球，リンパ

球，形質細胞などの浸潤著明である。炎症は，輩膜全

層にはおよばないので，脈絡膜，網膜著変なし．輩脈

絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起は軽度である．縫着部

品膜の厚さは約％となっている．

　iv）術後6カ月目

　a　No．77家兎左眼，標本No．76（写真13）

　スによる輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起は軽度

となる．スをかこみ，約半分は内側に異物巨細胞の並

んだきわめて薄い線維化層でかこまれるが，他の半分

は膿瘍が残り，周囲の線維化層も厚く，リンパ球など

の浸潤をみる，その周囲にス小片をかこみ，別の慢性

小膿瘍をみとめる．縫着部輩膜の厚さは約蒐である．

　b　No．92家兎左眼（術後5．5カ月目死後摘出）標

本No，85

　スによる輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起はほと

んどなくなる．スは内側に異物巨細胞，組織球の並ん

だ薄い線維化層でかこまれる．

　c　No，101家兎左眼，標本No．88（写真14）

　No．85とほぼ同様所見であるが，線維化層に軽度

リンパ球浸潤をともない，一部に縫合肉芽腫をみ，そ

の周囲ではリンパ球浸潤著明である．必着部二三の厚

さは二二である．

　v）術後1年目

　a　No．76家兎左眼，標本No．108

　スの磯脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起はほとんど

なくなる．スは内側に扁平化した異物巨細胞，組織球
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の並んだ薄い線維化層でかこまれる．2，3縫合肉芽

腫をみるが，異物巨細胞のみでかこまれ，一部周囲に

軽度リンパ球浸潤をみるのみである．縫着部輩膜の厚

さは約％～％である．

　b　No．81家兎左眼，標本No．110

　スによる輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起は軽度

にあり．他はNo．108と類似の所見である．

　c　：No．79家兎左眼，標本No．112

　d　No．83家兎左眼，標本No，115

　c．dともにNo．108とほぼ同様所見である．町

着部琶膜の厚さは忍野～％である．

　4）病理組織学的所見小照

　i）ポリビオールスチフト縫着の場合

　初期の急性炎症，異物反応は中等度：にあり，ついで

ポは異物巨細胞をともなう肉芽層，線維化層で包ま

れ，のちに線維性に被包される．全期間を通じて，輩

膜の厚さは約％～％に薄くなっている．ポによる輩脈

絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起はかなり著明で，1年

後にもきわめて軽度にみとめられる．

　ii）シリコンロッド今戸の場合

　初期の急性炎症，異物反応は，ポに対するよりも軽

く，シは比較的早期に肉芽，線維化層でかこまれ，線

維性に選手される．全期間を通じて手早舞踏膜の厚さ

は％～％ともっとも薄くなる．シによる輩脈絡膜の硝

子体腔中への圧迫隆起はきわめて著明で，1年後にも

軽度にみられ，合成材料三者のうちもっとも強い．

　iii）シリコンスポンジロッド縫着の場合

　感染によると推定される膿瘍形成のあるものが多

い．また，膿瘍形成のないものでも，異物巨細胞の出

現が，長期にわたってみとめられ，異物反撃が強い．

スによる輩脈絡膜の硝子体腔中への圧迫隆起の程度，

縫着部輩膜の厚さの変化の程度は，ほぼポリビオール

スチフトの場合に匹敵する．

　皿．総括ならびに考按

　網膜剥離の手術的療法の原則はGoninにより確立

された，すなわち，Goninは網膜裂孔を完全に永久的

に閉鎖することが，必要かつ十分なる条件と考えた1）．

その後，Goninおよび他の学者達により，裂孔が巨大

であったり，多数であったりするときには，裂孔とそ

れより後極側にある健常網膜部との間にbarrageを

つくることによって，治癒させる方法が考案された．

しかし，剥離が高度で，あるいは硝子体からの牽引が

あって剥離の治癒が簡単に望めないときには，脈絡膜

を剥離網膜へ接近させて網膜，脈絡膜問に搬痕性癒着

をおこさせることにより，治癒率があがると考えられ

た．　この考えでStrampe11i　24）25）は脈絡膜下に血漿

を注射し，また，のちにgelatin　spoれgeを用いた．

そして1951年以来Custodis　9）は輩膜切除を行なわず

にポリビオールを縫着し，1958年には網膜下液の排除

は不要であると述べた．彼はred　rubbery　substan－

ce，　polyvinyl　alcoho1，　gam　arabicおよびcongo

redの混合物であるポリビオールを用いたが，これは

優れた弾性を持っているが，ときに術後の強い反応を

惹起する．1960年Schepens　12）は25例にこの方法を

行ない，6例に感染を起し，そのうち4例は眼内炎を

起し，1例は眼球摘出が必要だった，第7例にはポリ

ビオールに対する過敏性が考えられた．ポリビオール

の二つの欠点は（1）恐らくpolyvinyl　alcoholがゆ

っくりと放散されるため，眼窩組織に対して刺激的で

あること，（2）congo　redが細菌増殖を許すためと思

われるが，ポリビオールには感染が多いことである．

そしてポリビオールの利点は軟かいことと，弾力性が

あることである．そこでSchepens　12）などはよりよ

い材料をと追求し，シリコン材に注目しはじめた

（1958年）．シリコンはSio2および有機グループから

なる合成複合体である．1940年以後Dow　Corning

Company　and　General　Electric　Company　が

Organosiliconeの商品製作をはじめた．このシリコ

ンは液状，グリース状，樹脂状，ゴム状などの形態で

一70。C～＋250。Cの温度差によっても影響をうけな

い．疎水性で低表面張力で，ほとんど何物もその表面

にはくつつかない．そしてその毒性は低い．また何度

も乾熱滅菌が可能で長期間の保存によっても硬化しな

い．透明，無色で鋏やナイフで簡単に切れ，細菌の繁

殖を許さない．そして，眼科的に使われるシリコンは

動物学的に不活性でなければならない．Schepens　12）

はこのシリコンラバーの早昼の形態のものをポリエチ

レン管の下にあてて，輩膜締結術に用いたり，また

trap　door法で用いたりして好結果を得たと報告して

いる．やがて1965年：Lincoff　13）はCustodisの原法

をつぎの三点を改良して行なった．すなわち，（1）ポリ

ビオール→シリコンスポンジロッド，（2）改良した輩膜

縫合針の開発（3）ジアテルミー凝固→冷凍凝固．その

理由はポリビオールは非常にすぐれた弾性を持ってい

るが，この物質はときどき強い術後の反応を起すこと

と，第二に径が大きいため，露出しやすく，きちんと

縫着されていないと結膜の方へ脱出する傾向があるた

めである．シリコンロッドの種々の形のものが作ら

れ，その組織に対して不活性であることが知られたと

き，Lincoff　13）らはポリビオールの代りにこれを使

ってみた．がシリコンはあまりにも硬くて，力を入れ

て結紮すると輩膜が破れることがあったため，彼らは
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Dow　Corning　Companyにポリビオールと物理的

性質の同じシリコンを求め，、結局スポンジ構造のみが

その柔かさと弾力性を持つと結論した．これは白色の

緻密なスポンジ構造で，2790F，2時間の乾熱で消毒

できる．：Lincoff　13）らは1962年以来New　York

Hospital　Cornell　Medical　Centerで160例のシリ

コンスポンジを用いて組織過敏性のないことをみとめ

ている．

　著者は，この実験において，ポリビオールスチフ

ト，シリコンロッド，シリコンスポンジロッドの三種

の合成材料にっき，術後の反応性炎症，突隆の持続期

間，ならびに，長期経過後の1ate　erosionの傾向な

どについて病理組織学的に比較検討した．

　ポリビオールスチフトを縫着したものは，術後の急

性炎症，異物反亦はかなりみとめられる．ポリビオー

ルスチフト固定により輩膜は全期間を通じて，疹～％

の厚さに薄くなっている．・がこの術式では日を追って

この程度が強くなる傾向はみとめられない．ポリビオ

ールスチフトによる輩脈絡膜の隆起は約1年後には，

きわめて軽度にみとめられる．1年後にはポリビオー

ルスチフトは薄い肉芽組織とその周囲にある線維化層

にかこまれている．1年7カ月後には輩脈絡膜の隆起

はほとんどなく，ポリビオールスチフトは組織球と異

物巨細胞からなる薄い肉芽層と線維化層にかこまれて

いる．

　シリコンロッドを試着したものは，初期の急性炎症

は軽度の偽好酸球集籏をみとめるのみで反応は弱く，

シリコンロッドをかこみ，　組織球，異物巨細胞の肉

芽，および，薄い線維化層がみられる．線維性被包化

はポリビオールスチフトに対するよりも早期におこ

る．シリコンロッドによる輩脈絡膜の隆起は著明であ

り，約1年後には軽度となるが，1年7カ月後にも軽度

の隆起が残っている，全期闇を通じて縫着部輩膜は％

～叛にうすくなっている．シリコンスrポンジロッドを

縫着したものは，しばしば感染によると思われる膿瘍

形成がみとめられ，また，これが術後長期にわたって

続いている．また，術後1年経過後にも異物巨細胞，

組織球が出現しており，もっとも異物性刺激が強いと

考えられる．隔膜は約疹～％に薄くなっている．シリ

コンスポンジロッドによる輩脈絡膜の硝子体腔内への

隆起は，ポリビオールスチフトと同程度であり，6カ

月後にきわめて軽度にみとめられるが，1年後にはほ

とんど消失している．以上合成材料では，いずれも

Dellaporta　26）がポリエチレン管縫着工でみとめてい

る異物周囲の線維芽細胞の線状層と類似の被包形成の

所見がみとめられた．

野

　以上，合成材料3者に関する所見を総括すると，シ

リコンロッドが炎症反応弱く，ポリビオールスチラト

は急性期の炎症がやや強いが，これは長く続くもので

はない．シリコンスポンジロッドは感染の危険が大き

く，また感染をおこさなくても異物性刺激が長く続い

ている．三二の厚さの変化の程度は，ポリビオールス

チフト，シリコンスポンジロッドはほぼ同程度であ

り，シリコンロッドがもっとも強い．輩脈絡膜の硝子

体腔への隆起は，シリコンロッドがもっとも長く存在

するが，3二間に大差はなく，6カ月後にはまだみと

められる．このように全体として，ポリビオールスチ

フト，シリコンロッドが比較的良く，またシリコンロ

ッドが縫着三三膜の損傷がより強い点から，ポリビオ

ールスチフトが合成材料3種の中では比較的良いと思

われた．

〔皿〕実験その∬同種保存輩膜片の縫着について

　江．実験材料および実験方法

　1．輩膜片の作製

　成熟白色家兎（体重1．5～3．Okg）を用いた．ベノ

キシールによる点眼麻酔後，眼球摘出し，結膜など周

囲組織を充分除去して輩膜を露出，角膜を勇除，網

膜，葡萄膜を除去後，生食水で洗浄し，さらに1％ク

ロラムフェニコール液に1～2分間浸したのち，下記

保存方法で保存した．保存誰膜片は使用に際し，生食

水で保存液を十分洗い落し，さらに生食水に2～5分

間浸して肉眼的に二二膜に近い状態に戻ってから，輩

膜縁に平行に1隔約4mm，長さ約10　mmに切断して

用いた．

　2．輩膜片保存方法

　輩膜片の保存方法は下記4種の保存液，ならびに凍

結乾燥法を用い，また，対照として，摘出直後の生魚

膜を用いた．保存期間は，6カ月間とした．この期間

中保存瓶はwaxで密封し，＋5。Cの氷室中に保存し

た，

　1）100％グリセリン

　King　27）らの角膜保存法に準じた．すなわち，95％

グリセリン22．5mlとmolecular　sieve（5A西尾工

業株式会社）15grを乾熱滅菌（＋1700C，70分）後，

容量80ccの保存瓶：中に入れた．

　2）70％グリセリン

　95回忌リセリンに滅菌蒸溜水を加えて70％とした．

　3）99，46％エタノール

　日本薬局方99．46％エタノールを用いた．

　4）70％エタノーノレ

　99．46％エタノールに滅菌蒸溜水を加えて70％とし
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た．

　5）凍結乾燥法

　保存用輩膜片をドライアイス・アセトン法で島津回

転式真空ポンプ（到達圧力10－4mmHg，排気速度

150m1／min）を用いて，一70。C，21時間凍結乾燥を

行なった．

　3．手術方法

　実験その1に準ずる．この際輩膜片は2つ折りにし

てこ重にして用いた．

　4，観察期間および組織標本作製法

　さきに当教室の武田は，各種保存方法による同種保

存解糖片を用いて同様の手術を行ない，術後3カ月目

迄の病理組織学的所見を比較し報告している．著者は

さらに長期の経過を観察する目的でこの実験を行なう

ものであり，そのため観察期間は，術後6カ月，およ

び1年，ときに1年数カ月とした．上記保存輩膜壁を縫

着した眼球は，点眼麻酔下で，術後上記期間経過後摘

出し，10％ホルマリン固定，パラフィン包埋lH－E

染色を行なって鏡検：した．使用家兎眼は，輩膜手作男

用，ならびに，術後の各観察期間ごとにそれぞれ2～

4眼，総計43眼どした．なお，それぞれ眼球摘出前に

ミドリン散瞳後，眼底検査を行なった．

　皿．実験成績

　1．肉眼的所見

　実験その1にみられた所見とほぼ同様であり，特殊

な例は認められない．

　2．検眼鏡的所見

　6カ月後，1年後ともに手術部網膜は隆起せず，わ

ずかな墨痕により，術部を推定できる程度である．

　3．病理組織学的所見

　1）100％グリセリン中に保存した輩膜片の縫着に

ついて

　i）術後6カ月目

　a　No．182家兎左眼，標本No．155

　縫着輩膜片による輩脈絡膜の圧迫隆起はわずかであ

る，輩膜答酬への線維細胞の侵入はきわめて乏しく，

とくに折り曲げた部にはほとんどない．周囲には線維

化なく，周囲組織とよく癒着し，輩膜の肥厚のように

みえる．縫着部盤膜の厚さは約％である．

　b　No．183家兎左眼，標本No．166（写真15，16）

　縫下輩膜片による輩脈絡膜の圧迫隆起はほとんどな

し．他はNo．155と同様所見である．

　ii）術後1年2カ月目

　a　No，184家兎左眼，標本No．186（写真17）

　早着増資片による輩脈絡膜の圧迫隆起は軽度であ

る．撃膜片の周囲との癒着は良好であるが，輩膜片は

やや好酸性均等に濃染し，細胞核ほとんどなく，折り

曲げた屈曲部に石灰沈着巣（写真18）をみる，これは

輩膜月内へ周囲からの線維細胞の侵入がなく，輩膜片

が長期間変性壊死組織のままであったことが石灰沈着

を起す環境因子となったと推定される．

　b　No．185家兎左眼，標本No．190

　縫着輩膜片による輩脈絡膜の圧迫隆起はほとんどな

し．他の所見はNo，186と同様で石灰沈着をみとめ
る．

　c　No．184家兎右眼，標本No．184（写真19）

　d　No．185家兎右眼，標本No．192

　c，dともにNo．155と類似の所見であり，石灰

沈着はみとめられない．

　2）70％グリセリン中に保存した盤膜片の縫着につ

いて

　i）術後6カ月目

　a　No．68家兎右眼，標本No，70

　縫着輩膜片による輩脈絡膜の圧迫隆起は軽度にあ

り．輩膜片顔に粗に線維細胞の侵入をみとめ，輩機片

は，周囲に線維化層をみず周囲組織とよく癒着し，あ

たかも醗膜が肥厚したかのようにみえる．

　b　No．69家兎右眼，標本No，74

　No．70とほぼ同様所見である．

　ii）術後1年目

　a　No．61家兎右眼，標本No．142

　b　No．66家兎左眼，標本No．159（写真20）

　いずれも：No．70とほぼ同様所見である．

　3）99．46％エタノール中に保存した手押片の縫着

について

　i）術後6カ月目

　a　No．92家兎右眼，標本No．90（写真21）

　春着輩膜片による輩脈絡膜の圧迫隆起はほとんどな

し．輩膜駅内に粗に侵入した線維細胞をみとめ，輩膜

片は周囲に線維化層をみず，周囲組織とよく癒着し，

あたかも同部輩膜が肥厚したかのように見える．縫地

部輩膜の厚さは冷艶～％である．

　b　No．101家兎右眼，標本No．94

　No．90と同様所見である．（著：明な結膜炎の合併あ

り）．

　ii）術後1年目

　a　No．83家兎右眼，標本No．120（写真22）

　b　No．81家兎右眼，標本No．121

　a，bともにNo，90とほぼ同様所見である．

　4）70％エタノール中に保存した脳膜片の縫着につ

いて

　i）術後6カ月目
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　a　No．77家兎右眼，標本No．73（写真23）

　縫着輩膜片による輩脈絡膜の圧迫隆起は，きわめて

軽度である．輩膜片は，膠原線維の染色性がほぼ正常

で，周囲から侵入したとみられる線維細胞核をかなり

多数みる（写真24）．輩膜片は周囲組織とほとんど線

維化層を介さずよく癒着している．縫合糸に対する異

物肉芽腫もきわめて小さくなる．

　b　No．182家兎右眼，標本No．153

　No．73と同様の所見である．

　ii）術後1年目

　a　No．79家兎右眼，標本No，124（写真25）

　縫着輩膜壁による輩脈絡膜の圧迫隆起はほとんどな

し．輩膜二半にかなり線維細胞が侵入している．輩膜

片は，周囲に炎症，線維化などまったくなく，輩膜と

よく癒着し，あたかも同部輩膜が単に肥厚したかのよ

うにみえる．

　b　No．76家兎右眼，標本No，128

　No．124と同様所見である．

　5）凍結乾燥した輩膜の縫着について

　i）術後6カ，月目

　a　No，68家兎左眼，標本No．67（写真26）

　碓膜片による輩脈絡膜の圧迫隆起はほとんどなし．

輩膜片内に一部かなり線維細胞が侵入するが，大部

分，とくに折り曲げた部には乏しい．輩膜骨の周囲に

線維化所見なく，周囲組織とよく癒着し，あたかも輩

膜の肥厚のようにみえる．縫着部輩膜の厚さは約％で

ある．

　ii）術後1年5カ月目

　a　No，61家兎左眼，標本No、137（写真27）

　b　No．66家兎右眼，標本No．162

　c　No．67家兎左眼，標本No．146

　aでは縫着輩膜片による輩脈絡膜の圧迫隆起がわず

かにみとめられる．他はNo，67と同様所見であるが，

輩膜平内への線維細胞侵入は，No．67よりやや多い．

　6）生壁膜の縫着について

　i）術後6カ，月目

　a　No．108家兎右眼，標本No．133（写真28）

　粘着輩一片による輩脈絡膜の圧迫隆起はきわめて軽

度である．輩膜片は深部では細胞核ほとんどなく，線

維のみとなり，線維もやや不規則で正常輩膜にくらべ

常世する．しかし一部門みられる縫合糸に対する異物

巨細胞昏昏のほかは，周囲に肉芽，線維化なく，異物

性を示さず，周囲組織と癒着する．

　b　No．108家兎左眼，標本No，131

　No．133と同様所見である．

　ii）術後1年目

野

　a　No．109家兎左眼，標本No．178

　b　No．109家兎右眼，標本No．179

　いずれもNo．133に類似の所見である．

　4．病理組織学的所見小山

　上記各保存法による保存輩一片を縫着した眼球は，

いずれも縫着部輩脈絡膜の硝子体腔内への圧迫隆起は

軽度で，6カ月後にはごくわずかあるか，あるいは，

ほとんどみとめられない．片の癒着状態はきわめて良

好で，脚部輩膜が単に肥厚したかのような所見であ

る．片周囲の被焼化はみとめられず，異物性を示さな

いものと思われる．

　1）100％グリセリン中に保存した輩膜片の縫着に

ついて

　術後長期間経過した縫三図に石灰沈着がみとめられ

る．これは，縫着片への線維細胞侵入がほとんどおこ

らず，片が長期間変性壊死の状態におかれたためと推

定される．

　2）70％グリセリン中に保存した輩雪片の雪平につ

いて

　縫着片への周囲からの線維細胞の侵入が少ない．

　3）99．46％および70％エタノール中に保存した鷲

膜片の縫着について

　縫着片への周囲からの線維細胞の侵入が多い．

　4）凍結乾燥した輩半片の縫着について

縫着片への周囲からの線維細胞の侵入がやや乏しい．

　5）生骨膜について

　初期の急性炎症は強いが，のちには異物性を示さ

ず，周囲組織とよく癒着しているが，縫着片の深部で

は線維細胞の侵入がほとんどなく，線維は正常平野に

くらべ淡染している．

皿．総括ならびに考按

　網膜剥離手術に際して，合成材料を用いて輩脈絡膜

に硝子体腔への部分的隆起をつくったりする代りに，

近年生体材料を種々用いる傾向が出てきている．すな

わち，1962年分Qdriguetz－Vasquetz　19）は95％キシ

ロール中に保存された屍体眼の撃手コードを聖堂半層

切除部位に挿入し28眼中24眼の治癒を報告しており，

Sachsenweger　20）は輩膜とその他地4の生体材料を

凍結乾燥後使用，Wilson　21）はKing　27）らの方法で

100％グリセリン中に保存した門構をcerclege　band，

segment　graftとして使用，　Knobloch＆Cibis　22）

は95％エタノール中に保存した輩膜片を使用した．ま

た，浅山28）らはホルマリン固定した輩膜片を用いた．

輩膜以外の生体材料としては，Lukoff　29）は凍結乾燥

した筋腱，肋軟骨を，神島30），Scott　31），　Riebel　32）
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は長手掌筋腱，Havenerら33）は広筋腱，　Lespe・

rance　34）は膠原線維チーフ。を用いている，　これら生

体材料を用いる理由としては，（1）合成材料に対する異

物反応の問題，（2＞合成材料による手術鞍部膜の圧迫壊

死の問題（3）異物を眼球内に挿入しておくことに対す

る抵抗感などが挙げられよう．

　さきに1968年当教室の武田23）は，同種輩膜の長期保

存法を検討する目的で，グリセリンの100％，70％，

30％，エタノールの100％，70％，および，キシロー

ル95％中における保存，および凍結乾燥法による保存

の7種i類のものにつき，　Custodis　9）のPlombe縫

付法に準じて縫着し，術後の経過を組織学的に追求し

た，6カ月間保存骨膜片使用に際し，術後の急性炎症

は100％，および，70％エタノール保存のものが軽度

ではあるが，前者では炎症が弱いにもかかわらず，附

着四半膜の修復が遅延する．凍結乾燥法による保存鐙

膜片使用の際は，術後の急性炎症はやや強いが，平着

平物片の健常状態への修復が比較的早い．このため70

％エタノール，あるいは，凍結乾燥による保存が好ま

しいと結論している．

　著者はこの実験において，さきの武田の実験で好ま

しくないと考えられた30％グリセリン，および95％キ

シロールによる保存法を除外した上で，さきの武田23）

の実験は術後3カ月までの経過を観察したものであっ

たので，さらに，長期の経過の観察を行ないたいと考

え，グリセリン100％，70％，あるいは，エタノール

99，46％，70％中および，凍結乾燥後に保存した同種

保存輩膜片につき病理組織学的に比較検討し，加えて

合成材料とこれらのものとの成績を比較検討した．

　同種保存輩膜片の附着について総括すれば，先の武

田23）の実験によれば，縫着片による輩脈絡膜の硝子体

腔への隆起は，術後期間の短かいもの程著明で，術後

1カ月目には隆起は消失して扁平となっている．著者

の実験では，6カ，月後には縫着駅による輩脈絡膜の隆

起はほとんどないか，あるいは，ごくわずかにみとめ

られる程度である．縫着部の輩膜の厚さは，わずかに

薄くなり，正常の場合の約％～％の厚さになってい

る．合成材料にみられたような肉芽層，線維化層によ

る被国幣はみとめられず，同種保存輩一片には異物性

はほとんどないものと考えられる．99．46％，および

70％エタノール中に保存された輩膜片は，あたかも同

部輩膜が肥厚したかのように良好に癒着している．グ

リセリン中に保存した輩膜片は一般に線維細胞の侵入

が乏しく，とくに100％グリセリン中に保存された角

膜片の場合は，線維細胞の侵入がきわめて乏しく，術

後1年経過したものには石灰沈着をみとめた．凍結乾

燥した輩膜片では線維細胞の侵入がやや乏しい．しか

し，いずれも誰半片は肉芽層，線維化層を介すること

なく良好に癒着している，以上，長期の観察例では，

99．46％および70％エタノール中に保存する方法が

良いように思われる．また，武田23）の実験結果によれ

ば，100ケ日タノール中に保存した場合は急性炎症は

軽いが，縫着蟄膜片の健常状態への修復がやや遅れ，

70％エタノール中に保存した場合では急性炎症も軽く

縫着明野片の健常状態への修復が早い．凍結乾燥法に

よる保存の場合は，術後1週目より，線維細胞核の侵

入が周辺部でみられるが，著者の実験では，6カ月後

にも線維細胞核の侵入が周辺部ではみとめられるが，

深部では少ない．このように70％エタノール中に保存

する方法がもっともよいように思われる．

　つぎに，合成材料と同種保存輩膜片との比較では，

当然のことながら，後者にはほとんど異物性がなく，

野竹の損傷もほとんど起らない．しかし輩脈絡膜の硝

子休腔内への圧迫隆起は合成材料の方が永続性があっ

た．この隆起の永続性の点に関してDellaporta14）に

よれば，この隆起は永久的に存続する必要なく，これ

が消失したがらといって，一旦治癒した剥離が再発す

るものではないと考えられると述べている．手術時用

いる誰蝋片のいれ方を考慮して，できるだけ強く輩脈

絡膜を硝子体腔へ隆起させるようにすれば｝同種保存

輩膜片の方がよりすぐれた材料となるのではないかと

考えられる，

結 論

　白色家兎を用いて，網膜剥離手術に際して用いる合

成材料，および，各種保存法による長期保存輩膜片の術

後長期経過後の状態を観察する目的で，ポリビオール

スチフト，シリコンロッド，シリコンスポンジロッド

（実験その工），および，グリセリン100％，70％，エ

タノール99．46％，あるいは70％中に保存した骨膜片，

ならびに，凍結乾燥した輩野冊，および生輩膜片（実

験その皿）の9種類につき，それぞれCustodis　9）の

Plombe縫付法に準じた方法で縫着し，術後の経過を

2週間から1年7カ，月にわたって病理組織学的に追求

した．

　合成材料はいずれも異物反応がみとめられるが，と

くにシリコンスポンジロッドはその構造上滅菌の完全

を期しがたいためか，感染の危険が大きく，また，異

物反応が長期にわたって続く，

輩脈絡膜の損傷の程度は，シリコンロッドでもっと

も強く，ポリビオールスチフト，シリコンスポンジロ

ッドは同程度，保存輩膜片でもっとも軽い，
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　合成材料中ではポリビオールスチフトが比較的良い

ように思われ，保存輩膜片では70％エタノール中に保

存する方法が良いと思われる．

　要するに術式を工夫して誰脈絡膜の強い隆起をつく

るようにして，上記の保存法による同種輩膜片を使う

のがもっとも良いと考えられる．

稿を終るに臨み，終始御懇篤な御指導，御校閲を賜りました恩
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写　真　説　明

　写真1．ポ縫着術後2週間目（H－E×20）

　輩脈絡膜の隆起はかなり著明で，縫着鼠輩膜の厚さ

は約％となる，ポをかこみ膿瘍形成をみる．　（↑）

　写真2．同術後3カ月目（H：一E×20）

　輩脈絡膜の隆起は軽度となり，ポをかこみ薄い肉芽

層およびその外周の線維化層がみとめられる．

　写真3．同術後6カ月目（H－E×15）

　輩脈絡膜の隆起は軽度で，縫着部面膜の厚さはうす

く約％である．ポは大部分うすい線維化層のみでかこ

まれる．

　写真4．同術後1年目（H：一E×20）

　輩脈絡膜の隆起は軽度で縫着部輩膜は写真3と同様

薄い．ポは薄い肉芽層と線維化層でかこまれるが，縫

着部輩膜の一部に著明な石灰沈着をみる．（↑）

　写真5．シ縫着術後2週間目（H－E×20）

　輩脈絡膜の隆起はきわめて著明で，雨着部輩出は約

％になる．シをかこむ膿瘍形成はきわめて軽度で，周

囲に肉芽，線維化層をみる．

　写真6．同術後1カ月目（H－E×20）

　輩脈絡膜の隆起は著明で，温温部輩膜の厚さは約％

にうすくなる．シは薄い肉芽層および線維化層でかこ

まれる．

　写真7．同術後1年目（H－E×20）

輩脈絡膜の隆起は軽度となり，縫着部輩出の厚さは

約％である．シはきわめて薄い線維化層で被包され

る．

　写真8．ス縫着術後2週間目（H：一E×20）

　輩脈絡膜の隆起は著明で，縫着部誰膜の厚さは約％
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となる．スの周囲にかなり著明な膿瘍形成をみる．

（↑）

　写真9．同術後1カ月目（H－E×13．5）

　ス，壊死輩膜組織をかこみ広汎な膿瘍（黒色部）形

成あり．

　写真10．同上口部拡大（H－E×100）

　著明なリンパ球，形質細胞浸潤は輩膜から脈絡膜に

および，同部網膜（↑）は変性する．

　写真11．同術後3カ月目（H－E×20）

　輩脈絡膜隆起はきわめて軽度で，縫着部輩膜の厚さ

は約％である．スをかこみ一部に微小膿瘍を残し，全

周比較的厚い肉芽層でかこまれ，外周の線維化層は乏

しい．

　写真12．同上拡大（H－E×300）

　上記肉芽層の一部にみられた異物巨細胞（↑）

　写真13．同術後6カ月目（H－E×20）

　輩脈絡膜の隆起を軽度にみる．スは約半分はきわめ

て薄い線維化層でかこまれるが，他半分はまだ周囲に

小膿瘍が残り，周囲線維化層も厚い．（↑）

　写真14．同術後6カ，二目

　輩脈絡膜の隆起はきわめて軽度で，縫着部輩膜の厚

さは約％である．スはうすい肉芽層と線維化層でかこ

まれる，

　写真15．100％グリセリン中6カ月保存輩膜片術後

6カ，雑費（H：一E×20）

　輩脈絡膜の圧迫ほとんどなし．輩膜壁内への線維細

胞の侵入はきわめて乏しいが，輩膜片は周囲とよく癒

着している．

　写真16．同上拡大（H－E×100）

　輩膜片聾の線維細胞の侵入ほとんどなし．

　写真17．同術後1年2カ月目（H－E×20）

　十拳片はやや好酸性均等に濃染し，細胞核はほとん

どなく屈曲部に石灰一塁巣をみる（↑）．

　写真18．同上拡大（H－E×100）
、

　輩膜片の石灰沈着部．線維は膨化し，線維細胞の侵

入はみられない．

　写真19．同術後1年2カ月目（H－E×150）

　輩膜片は線維が好酸性均等に膨化し，深部への細胞

侵入はきわめて乏しい．

　写真20．70％グリセリン中6カ月保存輩膜片術後1

年目　（H－E×20）

　輩脈絡膜の圧迫はきわめて軽度で，輩膜片は周囲と

よく癒着する．

　写真21．99．46％エタノール中6カ月保存輩膜片術

後6カ月目（HrE×20）

　輩脈絡膜の圧迫はほとんどなく，輩膜片は周囲組織

とよく癒着し，あたかも同画影膜の肥厚のようにみえ

る．

　写真22．同術後1年目（H－E×20）

　写真21と類似所見である．

　写真23．70％エタノール中6カ月保存輩膜片術後6

カ月目（H－E×20）

　輩脈絡膜の隆起はほとんどなく，輩膜片は周囲とよ

く癒着する．

　写真24．同上拡大（H－E×100）

　醗踏舞への線維細胞の侵入はかなり良好である．

　写真25．同術後1年目（H：一E×20）

　輩脈絡膜の隆起はほとんどなく，輩膜片は周囲組織

とさらによく癒着し，あたかも同部輩膜が肥厚したか

のようにみえる．

　写真26．凍結乾燥後6カ月保存輩膜片術後6カ月目

（H－E×20）

　誰脈絡膜の隆起はほとんど消失している．縫着部輩

膜の厚さは約％である．一分片は周囲に線維化層な

く，周囲組織とよく癒着する．

　写真27．同術後1年5カ月目（H－E×20）

　輩脈絡膜がわずかに隆起するほか，写真26と同様所

見である．

　写真28．生馴膜骨術後6カ月目（H－E×20）

　盤脈絡膜の隆起はほとんどなし．輩膜片は周囲組織

とよく癒着するが，正常にくらべやや淡染し，深部へ

の線維細胞の侵入がほとんどみられない，



                                  Abstract

  A scleral buckling operation with a partial enclosure of synthetic rnaterials or

homografts of preserved sclera was performed on the normal rabbit's eye. The
results were as follows;

  Synthetic materials were all fibrously encapsulated dqe to irritation, and protrusion

of the sclerochoroidal wall lasted for a period of 12 months after operation.

  Silicone sponge rod had a tendency of infection due to its spongy structure and
produced a long-lasting irritation.

  Among the synthetic materials silicone rod gave rise to the sev'erest damage on

the sclera. t
  Polyviol stift was a cemparatively better material than silicone sponge rod or
silicone rod.

  Homografts of sclera ･caused little irritation, and protrusion of the sclerochorQidal

wall lasted for a peripd of 6 months or less after operation.

  As for the method of preservation, the homograft preserved in 70% ethyl alcohol
solution proved to be best, because the reorganization of graft was well established.



281合成材料と同種保存輩膜片の比較

聯
繭
灘
翻
階
隠
畜
置
鐸
再
齢

薙

　麟
麟
擁

　
　
　
　
縄
鱒
脚

　
　
薯
謬
碁

堺
鍛
幸
命
炉
暮
撃
二
審
鵯
鍵
購
鷹

櫨
繕

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
繍

。
も
。

影
霧
「

響

蝉鱒壽．

津縄毒言
締無盛．

燃舞
聴く’
望　炉＄

岬婁
　購

鵜

ふ劔
へ　　　諒

　蔽艸贈

義叢
濃鋼鷺
齢帝．磐騨

強
．

密難壁專

鎌
継蓉

筆
弥

謙
舞
鯵

　
擁
4
く
調

、

毛

嵐
浄
　
ツ
汐
申

爲
㌻
・
身
離

馨
辮

＃
ぜ
宮

ま
峠

㍊

占
　
　
ノ
即

踪
争
品

澤
芋

　　
@　
@灘襲

　
　
φ
奪
義

噸
導
臨
帯
　
　
轟

　
争
魚
㍉
　
価

　
　
嘩
毎
悼

馨
撚

詳
鱒

識
舞
亭
羅
撫
難

、
轟
轟

る轍

魚
ゑ

纏
轍
鱗
灘
鍵

簿

幽
蝉
静

牽
強
嚢
脚
魍
棚
鱒
4

鉾
糠

喜弘爵

鱒鼻轡噴
　鼠　 へ跡

　　　蒔

　噌　ア　糾
’譲帝撃瞬
　　　　へ曜
、諏．㌻レ無い

蕪1
調‡

ド縦樋

覗
㌧歪無
　　㌻曲

卑　曙
　　　｛

　
　
　
　
　
豊
〆
華

　
　
　
　
　
　
国
争
　
　
　
年
姦
哩
鄭

　
　
　
　
　
　
亀
轟
　
　
帝
酔

脾
ド
鯉
調
艸
肥
袖
贈
讐
慧
筆

　
　
　
ゐ
馬

鞭
叢
叢

舟
峰
魚
ア
喜

　
　
疇
イ

　
階
隠

ψ
い
翫
豊
年

　
　
態
ヴ

亀
霧
譲

帝
‡

毒
　
　
浄
争
典
㌔
　
㌣
曾
姻

　
　
壁
　
　
　
　
　
　
　
マ
で

マ
竜
署
酒
一

　
　
　
臨
¢

挽
曳
鼻
　
垂
箱
㌻

砂
　
唖
卑
開
国
餌
闘
争

　
鶴
田
臨

タ
鼻
腔
命
い
壁

恥
垂
　
叢
論

鼻
亭
㌻

匙
卵

一
難
贈

ら　曳　溶6聡『1

擁　鮒鷺憾
　　　　　　寄　　坊ぜ
　　　　揮　デ　興毎悪

難凱隷翻

妻獲麟、磁，

藩灘
舞醐．総総

　
　
　
　
　
　
　
葺
帝

暫
曜
㎡
や
譜
頑
轟
襲
職

毎
職
階
撃
罎
遭
難
便
轟

摯
　
　
　
鐸
ヂ
「
帝

葦
塗
畦
“
　
無

鰍

@㍗再　　愉　　…
唱♂舟亭　　職
階　ゴ　ぐ護愈
憂団匪＃畢響爪画4

野熊鼠粥聯
盈　蔚　国国争
闘㌔　　　ぐ焦剃
　　　　　　癖　押臨炉㌔

禽轟吹　邸曝
腰細韓脅　ピ
瀞艸紺　　　煙奮
闘黛掛毎甜唱ρ艸㌃葦

跡関関　　曽“4　、

オ曽轟　　恥蕊

鴫　　　ぐ　　　　　　．

亮　　　　　　　隠

語超　　卿『幽
暗姫画　　弊噸漁窪
田　　曜　躰　　　　訪

押鞠
　ノ岬
　L贈
　い飛石

評ψ㌶
　　“疏
　ぜ照ぐ
　　　亭4
漕

趣敵
　　解
薫噂

　　F
　　剛
　　く

♂
》
㌣



野浅282

冥
　
、　
　
札

　
　
～

コ

き　ゆ　’
“訣

　　　き
　　　　夢航るド

謹’　　鮮

撫．撫｛蝋
．

，

論
レ

▼＼

が聡

1臥訟㌧無
　　　　えい　　　　　　　

ト

　　　　　糊晦熟　　　、

講羅鑑撫

4
瀞
墨

野田無恥

　、
脳藁

P

縞
く

霧
灘

・
ま

声

漕㍉ド謬
恥　　揃

威

》

σ

“

τ

甘

撃
　
ノ

詫
ノ
融、

　
…
6さ

≒

吊

　触》イノn

　＾シ諏ダ

1霧　で

鱗∫！

事．｝　　．

諭

5

　毛

モ∵∴←

　　　　霞　帆影

歪

　　　　　もおダ　　　　驚∵‘」

　．鎌難詰

・璽蟹
　　　　　　．蓑

○
｝

，

難
、
帝

居

許

く

も

ヴ、3

、

忠
気
、

　
　
罫

ゾ
暴
，
総
、

　
　
　
U
“
私、1ご冠㌶

　　　・∴∴覇

　　　　　ら1　　．鴫㌔
　　。　　　・〆㌔　．ゼ
㌦　　 ドー脚　言／
　　　　　　　　㌔要、尊軸
　　　　　　執　二撃。
　　　　　　　　　　曜　

ア

鍵麟熱
型除 ?c霧

≧

鷺無遭．
雛・灘搬

》鷲　罰
幽
疑

一
∀

W
㌃

｝

艦齢

注
　
　
　

屯
　

…
ー
ー

　
　
　
ト
畦
ご
’
　
へ
爵
　
　
醸
　
“
年

　
　
；
・
婁
丘
．
廿
　
“
　
ク
気
…
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
τ
曾
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
⇔
麿
　
　
　
卜

　
　
　
　
　
　
・
｛
　
弛
口
く
一
　
　
㌦
鴨
㌻

嚇
翻
礼
～
　
堪
濃
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

；
・
　
｛

サ

’

　’〆

許

9

略
ぞ

　
び

8
・

霊

　
，

　
肖

ヒ

‘

㌣

レ

許
ず
隻
紫
菱

象

◇

｛

ピ

曳

◆

ギい
・

、

7

曲

踊

旗
　奇

ざ

ξ　冤

　　ら丸

辱遙耳

甘　　春　　　 べ

　　　　贈　鴇
レ

・尊べ嘩　　　、

　触　　へ
　、ボ

ひ

租
∫

藷　㌔

麿　　ア，

τ

、

ヒ

卜

㌃

奪
翼

唱
毛

云

へ
　
　
　
U

7



283合成材料と同種保存輩膜片の比較



野浅284

b

丸卜

㌃

ヒ

くご

受強

雨

14

〆

（

糟

、

蒔

内

5
／

奮
t
　
や



285合成材料と同種保存輩膜片の比較

懇
懇
鋳

8

　　　　f

メ勤ボ臨
毎　晦毒轟＼
　爪ハ　　　　　　醇
　舵‡　　　　　　ザ
　　　　　　　る　　｝
　　　　　　　　　　　　暑

走

㍉

（

穿

赫

跡

π

榊

沖
詮

孕

’

ゴ
甲脳

曽　
虚

空

　
亭
ら
舟

k
潔鵯

尊

鉱
灘
謡
勤
鞠
珈

喩
嶺
亀
寒
　
禦
罪
ー
キ
受

岬
身
　
　
タ
轟
濫
も

　　

@
　
・
覧
．
蕊

　
　
盗
鞭
　
鶴

舞
、
島
一
　
　
　
誕
即
蟹
　底　㌦
　ご、μ　 吾

　　モ冠
　轄癌勢塗
読

　　　凝
謡宇＼㌧
乳　　与
舜

　酔　　へ

　国争　急

　恥蜘晦
　　　く蟹
隈　　炉

4園圃母
蹴　朔6壷
斡ミ働雪

」∬

A㌔が
　“Y、／

　ホ≧、酔

窄
へ㌍　、

　　な
　啄聖
垣　　焦

孚“

噛　　　壷

燕㌦4
》㍉魂。

囎撫
／ゆ

晦



286 浅 野

窯1

23、賊、

え

尋

¢2

≡
ξ
　
毛

讐
識魔脚遷

霜

纂

窩“
準

繋！
　　　鍵

・混浴

　匙》㌃

餌
饗
じ
藍

卿Ψ
乱’

齢塾

奪

輕

愁

受
㍉
W
緊

㍗

畠
膨

礎
謬
論



287合成材料と同種保存輩膜片の比較

》
　
“

章浅

藍
　
　
〃

ノ
翔
　
“
　
～

㌔

続

書

2s

贈
，
碑
競
聲

櫓離

E
恥
鉾
穐
画
、
憩
　
　
・

灘
鰻
騰
嚇
曜
・

照
齢
岬
綱
碍
襲
苧
層
　
葦

ド
“
粛
薫
委
ゲ
曳

曳

瀞
　
W
セ

曽

亭

ダ
　
ヘ
ゲ
鼻

ち

鮮

^
る

三

㌧

　
学
細

細
鰭
馬

鞭き
認
熟

《
争

㌧
　
　
帆
　
　
　
　
を

　
　
　
　
話
“
曝

設

｝
帆
芒

毎
　
　
ヰ

㌻
馬
年

　
唱
㌻
晶

亭4・暑帰　卸

毎
賜
田
　
　
剛

勇
　
　
奄

照照

躍

動
　
亮
㍗

弾
　
丼

焼
畑
だ
　
娘

　
　
　
　
　
轄
　
摯

　
　
“
　
　
串

　
　
　
　
再
訂
曽
鼻

　
　
　
　
　
鳥
へ

、
　
　
㌔

マ
炉

艦
　
♂
賦
　
　
帝
　
　
年
“
　
　
乳
年

匙

曜
　
　
k

屯
　
　
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏

｝

き
　
セ
　
φ
　
卓
ρ
帝
　
甘

藷
　
ハ
融

　
　
（
争

私雫
毛

無
嚇
雫

㌻
　
曽
臨

　
新
年
尊

　
喬
朔
セ

　
桑
園
　
赫
　
　
ち

詩
　
　
　
Ψ
蝉
遠

猷
睾
　
　
斗

モ
島
鴫
　
㌦
　
《

外
　
　
　
㌻
　
　
幹

炉

語

㌻

欝離

層
与

〉
（
㌧
　
　
ぐ

　
　
　
　
㌦
“

親

き

　
富
ピ
奄
ρ

　
　
㎞

　
　
　
　
　
鼻
　
雅
　
㌔
艸

高
　
　
　
　
＃
帝
亮
　
、

畳
　
や
　
偽
　
薄
　
、
｛
博

　
卦
資

ダ
藩
臣
　
離
隔

『
＼
欝

壌
　
　
雲
朔
㍗

　
　
　
、
轟
轟
亀

　
　
餌
　
黛

　
　
～
亨
轟
♂

二
　
　
　
　
薄
舞

き

年

W

く

罫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
　
い

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
讃
雛
ボ

鐵
総
総
羅
綾
影
鮎
器
．

叢
叢
難
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
蕩
揺
漆
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
キ
　

雑
薫
顎
、
欝
．
唾
．
繍
即
灘

　
　
　
タ
め
　
タ

禰
麟
幽
、
審
毒
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聲
　
　
養
饗
犀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣

亭

／

（

　
　
毛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
　
桑
　
　
レ
　
澤
滝
“
馬
　
　

掌
　
セ
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
蕊
　
今
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔
k
　
　
　
　
　
聯
　
　
受
　
　
ピ
　
　
　
　
＼
　
　
粍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
㌦
　
臨
　
　
　
　
　
　
　
恥
　
￥
　
望
　
｛

　
　
　
　
　
召
母
　
　
拓
　
　
＄
　
　
臨
　
　
琴
　
　
肇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
　
旦
‡
　
　
　
≒
妻
蚤
彗
卸
　
　
　
結
痔
置
匿
婁
罪
　
夢
學
夏
蚕
↑
婁
曇
皇
｝
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
タ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
～
罫
罫
衡
炉
酔
　
　
　
ξ
4
鰭
夢
　
　
　
　
書
舗
弊
ノ
　
　
で
㌻
》
嚇
寧
　
　
　
　
撫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
弧
嚇
脇

急
難
鰍
轟
讃
謝
毎
協
議
離
礁
綴
織
鳶
外
無
難
殉
ド
／
．
・
　
－
　
　
　
・

　　

@
ぎ
講
勢
　
卵
∬
転
蝕
蜘
脳
艶
乱
駄
へ
嘱
啄
御
・
　
　
〉
　
　
！

　
　
　
　
　
曹
鼻
毎
　
毒
赫
　
　
蝉
信
”
　
簿
　
静
　
♪
　
％
　
　
悟
　
ず
亭

　
　
　
　
　
群
飾
h
鴨
鼻
φ
4
♂
　
語
き
　
帯
　
哺
染
　
・
　
詐
　
　
・
　
　
　
　
　
　
身

　　

@　
_
謡
．
～
〃
蕪
唖
謡
．
㌣
丸
藁
．
鮮
、
一
　
　
　
　
・

　　
@　i
鍼
臨
叢
叢
麹
謬
、
、
蜜
・
撫
羅
劉

ホ

轟
耽
㌍

嚢1講評菰ゴ

　・ち㌔　二　ぐ　q言
　　守オ　る　　　　　　　　　　　　　ノ
　跡　　　　　　　　　　　　　　　　炉

　贈　　　　　　　　　　　艸ぐ
￥擢　　　　　　　　　　　　　　牢　　‡

　、持　綜

　年　語　　　　　　　　　　　　　　ψ

　　　　　　　　　　　　←暮
　ぐ　き　　　　　　　　　　　　　㌔
　Lザ　　　　　　　　　　　　ら

雛難戦

　　　　　　　　　　　　　　　轟

難
焦

疑
義

褻
鯛

盛

醇

樹
齢
繍
艦

縷
難

糠
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ぐ
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁
晦
弩

細
鱗
榊
鼻
卸
拶
輪
講
寧

　　

@　

@　

@　

@　

A
鮒

さ
運
賃
謙
譲
潔
‘
帝
伽
・
瓶

　
‘
　
　
　
景
雲
～

　
　
　
　
線
脚
8

　
　
　
　
　
　
《

冒
血
俺
畷
豊

琶

ヒ

キ盛＼≒

、“

　無熱

　糠

鱒
景
」

《
綻
幹
鼎

軌
　
争

　
毎

沖
観
取
㌦
轟
田

無
鰍
舳
郷
蹄

」
期
姫
響

詳
婁
昂
三
一
藝
§
簿

＼

戸

冊

　　

@　
@　
@誉

T．

27

灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

・
　
．
騒
騒
騰
鶴
闘
雛
灘
轟
轟
喜

℃

幽
ψ

‡

「
販

鋤
＾
　
　
藍
弼

　
　
　
　
　
　
　
．
ヨ
蝉
辞
～

　
　
　
重
瞬

犀
ダ
蟻
溝
　
　
・
　
ず
く
　
ζ

い

㌻

’
炉

や
鼻

ヅ

総
嚢験

覗　　　　　帰　　寧帝

1醗陰
　♂佃／離職掘建
爺㌦縦瞬彦ゼ
臨μノ㌦鋼鯨帯．
　融　駒か　　　　　‡夢“

　　飽　縮廊詑鱒
　　　　調鞠　　　争
　　ボ　　　　　　　，

　野四噸．

型　
聴

φ　
醇タ

羅
贈

飛

躍
無

曝

炉ρ

艸

酋
》

難
じ

望

　
　
　
　
実
謂
　
吾

鐸
　
　
　
　
エ
　
曽

’

　
　・
舞

　
　
　
　
　
謬

商

調
　
蓋

㌻
宇
㌣

於


